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1．調査の経緯

神奈川県教職員組合は、 1996年度の運動方針（｢総学習．総要求．総行動｣） を契機として、 「教育

実態総合調脊」を数回にわたって実施してきた。また、 2005年度の調査から、神奈川県教育文化研究

所「カリキュラム総合改革委員会」に調査の企画と分析を委託して実施した。

今回の調査は2005年度以来のものであり、近年とくに大きな問題となっている教職員の多忙化の

実態把握と分析、 さらにはその解消策の検討をその中心に置いている。2005年度の調査と同様に、神

奈川県教育文化研究所「カリキュラム総合改革委員会」が調査企画とデータの分析、報告書の執筆を

担当した。

2．質問紙の構成

この調査の基本的な構成は、次の通りである。

I 基本事項（フェイスシート ：校務分掌を含む）

Ⅱ教職員の勤務実態

Ⅲ多忙化の現状と課題

Ⅳ教育の現状と課題

V多忙化解消へのとりくみと提案

3調査対象の抽出とデータの分析

調査対象者（対象校）の抽出は、 7地区教組に総数の約10%抽出調査を依頼した。つまり、 ランダ

ムサンプリングではなく有意抽出であるが、地区教組ごとに対象校を校種別に複数校を抽出して調査

している。

7地区で収集されたデータは神奈川県教育文化研究所に集められ、整理された後に調査会社に入力

と基本的な集計を依頼した。なお、細かな分析は、 カリキュラム総合改革委員会委員が行った。

なお、各項目に若干の無回答が含まれていること、 また複数回答を認めている項目があるため、調

査項目によって有効回答者数が異なる。したがって、百分率を計算するときの母数は、有効回答者数

になっていることに注意きれたい。
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I基本事項

①調査回答者数（図1）

この調査の回答者数は、2,090名であった。

7地区教組別の回答者数と構成比を図1に示

す。約半数は、横浜・川崎地区の所属であ

ることがわかる。
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②学校種別・職種別回答者数（表1）

学校種別・職種別に分類した回答者数は、表lのようになる。複数回答した人がいるため、合計数

は回答者数より多くなっている。教諭を校種別にみると、約7割は小学校に所属している。
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教諭

養護教諭

<注〉総括教諭は、神奈川県独自の呼称で、法制度上は主幹教諭となっている。

③小学校の学級規模（図2）

特別支援学級を除く学級数は、小学

校では18～23学級の学校が最も多い。

次に多いのは24～29学級であり、比

較的規模の大きい学校が多い。これは、

人口密度の高い神奈川県の一つの特徴

であろう。
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④中学校の学級規模（図3）

特別支援学級を除く中学校の学級規

模は､図3の通りである。最も多いのは、

15～20学級であり、8学級以下や27

学級以_上の学校は少ない。
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⑤年齢別構成（図4）

20代から40代までは各年代とも20％よりや

や高くなっていて、概ねバランスが取れている。

しかし、50代の教員は32％と他の年代よりかな

り比率が高い。 （再任用者も含む）

⑥校種別性別構成（図5）

回答者の性別構成は、図5の通りで

ある。小学校と特別支援学校では女性

の比率が高く、中学校と高等学校では

逆に男性の比率が高い。高等学校では、

男性の比率が女性の2倍以上になって

いるのが特徴的である。
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⑦校種別担任の比率（図6）

全体としてみると、約7割が担任で

あるが、校種によってその割合はかな

り異なっている。小学校と特別支援学

校で担任の比率が高く、中学校や高等

学校は相対的に低い。とくに高等学校

では、約3割に留まっている。
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⑥小学校の持ち時間数（道徳・特活・総合を含む以下同じ） （図7）

小学校の授業の持ち時間数は、教諭

と総括教諭でやや異なるが、 「25時間以

上」は、教諭で約4分の3，総括教諭で

それより低く約6割であった。 (2010年

度文科省調査によれば、担任有が23.6

時間、担任外が20.5時間であった｡）
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⑨中学校の持ち時間数（図8）

中学校では、小学校より持ち時間数

は少ない。教科担任制であることが、

その理由であろう。教諭、主幹教諭と

もに「18～24時間」が最も多くなって

いる。しかし、比率はともに5％以下で

あるが、 「25時間以上」の人もいる。

(2010年度文科省調査によれば、担任有

が17.4時間､担任外が158時間であった｡）
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⑩特別支援学校の持ち時間数（図9）

特別支援学校の持ち時間数は平均す

ると小学校よりも多い。教諭では「30

時間以上」 という人が約4割、総括教

諭でも「25～29時間」の人が半数を占

めている。

(2010年度文科省調査によれば平均担

任有が20~2時間、担任無が14.8時間で

あった｡）
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⑪高校の持ち時間数（図10)

高校の特徴は、教諭と総括教諭の持

ち時間数の差が少ないことであろう。

また､全体としてみると、｢12～15時間」

が約4割､｢16～19時間｣が約6割となっ

ている。専門性が高くなっている高校

では、持ち時間が他校種より少ないと

思われる。

(2010年度文科省調査によれば、担任有

が15.3時間､担任外が9.8時間であった｡）
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⑫校務分掌とその担当者の人数（図11）

校務分掌の項目数は「その他」を含めて39と非常に多い。また、実態に合わせて複数回答を認め

たことから、回答数に大きな蓋がある。最も多いのが「教科指導」であり、それに次ぐ、のが「部活動

指導」 ・ 「研究・研修」である。校種・職務によって異なるであろうが、 「PTA･同窓会」や「学籍」

関係の仕事が多い点も注目される。
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⑬学校種別にみた校務分掌（表2）

表2

中学校や高等学校では「部

活動」の比率が高いこと､｢研

修研究」では小学校の比率が

高いことなど、校種による差

がかなりあることがわかる。

小学校

35％

4％

21％

17%

13％

11％

12%

10%

12％

12%

8％

7％

8％

特別支援

22％

7％

11％

4％

14％

13％

4％

6％

15％

12％

3％

4％

12％

高等学校

41％

55％

5％

14％

13％

10％

11％

15%

7％

5％

6％

10%

4％

中学校

44％

55％

14％

17％

19％

19％

18％

16％

11％

10％

16％

14％

8％

教科指導

部活動指導

研修・研究

児童生徒指導

教務

行事・儀式

特別活動

教育課程

特別支援教育

防災教育

児童会・生徒会指導

PTA･同窓会

人権・平和教育

⑭担当校務分掌数（図12）

中学校が最も多く、高校、小学校、

特別支援学校の順になっている。校務

分掌数が多いからといって負担が大き

いとは限らないが、中学校の教職員は

他校種よりも多様な仕事をしているの

は事実であろう。

図12
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Ⅱ教職員の勤務実態

⑮退勤時間（図13）

1時間以上超過勤務する教職員は、

90％にのぼる。また、21時以降に退勤す

る教職員も10％と、過度な超過勤務の実

態がわかる。
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⑯退勤時間と性別の比較集計（図14．表3）

表3
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⑰退勤時間と年齢の比較集計（図15）

20代は20時台、30代～50代は19時台

が一番多くなっている。
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⑱休日出勤（図16）

月2日以上休日出勤をしている教職員が

60％、 また、4日以上の教職員が35％いる。

部活動をはじめ、課業日に仕事が終わらず、

休日にも仕事をしなければならない教職員

が多いことがわかる。

図16
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⑲休日出勤と年齢の比較集計（図17）

どの年代も50％以上が月2日以上休日出

勤しており、20代では20％が月6日以上休

日出勤している。

図17
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~
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鬚伽霧勺

〃

0.0％

20代 30代 40代 50代

⑳休日出勤と校種（図18）

月6回以上出勤する校種は中学校が最も

多い。部活動などの指導がその背景にある

と思われる。

図18
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18時台に退勤する人と時間外勤務との比較（図20)

｜"繊号上"時間外勤務をしている人が

⑳時間外勤務の時間数（図19)、 17時台

図19

□1時間未満

■1時間以上2時間未満

園Z時間以上3時間未満

園3時間以上4時間未満

園4時間以上5時間未満

目5時間以上6時間未満

□6時間以上
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17時台に退勤する人の67%、 18時台に

退勤する人の46％が自宅に持ち帰って仕事

をしていた。

"20

回1sB寺台庫173寺芒ラ

宇写室15－4粥
■Z3％

GB％

1－9％

iz－z％
1－9％

語認7．8％

6日寺問児4上

丑3寺間以上GB寺間未；野

4日寺悶以号と58寺向珂未詞

ヨロ寺悶以上48寺湖未凋

ZE寺悶以上望日寺価珂未潤

15寺間以上z日寺聞未>碑

1日寺間未潤

3｡2％l』 引 二 』二‘ " ＆ 計

FL ヒ ” も 上 ･ コョ
■■｡■C守らC凸と今十

'二二』 二進 , ﾆ幕』平 二 圭一

■■エョ今B％

4韮.4％

凸1．1発I

1エユZ％
ヨョー5％

⑳勤務時間外に行った仕事（持ち帰り仕事も含む） （表4）

どの校種をみても「教材研究や授業準備」 「提出物や成績処理」が上位にきている。個人の仕事を

時間外に行っていることがわかる。校種別にみると、小学校では「校内研究｣、中学・高校では「部

活動の指導」 「試験の作間、採点｣、特別支援学校では「学校行事の準備｣、が他校種より多く、校穂

別の特色が出ている。

表4

小学校1284人

％ 人

85.0% 1061

40.7% 508

68.9% 860

16.6% 207

33.9％ 423

45.5％ 568

12.7％ 159

2.3％ 29

39.4％ 492

25.1% 313

15.5% 193

24.7％ 308

13.0% 162

2.9％ 36

30.3％ 378

2.2％ 27

中学校642人

％ 人

79.8% 512

75.4％ 484

71.3% 458

27.4％ 176

33､5% 215

18~7% 120

26.6% 171

61.2％ 393

44.1％ 283

34.6％ 222

18.8% 121

20.6% 132

7.5％ 48

4.5％ 29

27.3% 175

0.8% 5

特別支援学校102人 高校96人

％ 人 ％ 人

77.5％ 79 81.3％ 78

7.8％ 8 58.3％ 56

21.6% 22 43.8% 42

2.0% 2 16.7% 16

30.4% 31 38.5% 37

21.6% 22 83% 8

3.9% 4 10.4% 10

6‘9％ 7 57.3％ 55

45.1% 46 29.2% 28

13.7% 14 12.5% 12

49％ 5 6．3％ 6

24.5% 25 20.8% 20

3.9% 4 2.1% 2

2.9% 3 3.1% 3

32.4% 33 17.7% 17

6.9% 7 2.1% 2

教材研究・授業準備

試験問題の作成・採点

提出物や成績処理

学級指導

会議・打合せ

校内研究の準備

児童生徒指導

部活動の指導

学校行事の準備

保護者対応

PTA・地域行事

各種調査・報告書の作成

集金等の事務処理

ICTに関わる業務

その他校務分掌に係る事務処理

その他
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Ⅲ多忙化の現状と課題

⑳あなたの仕事（勤務）は多忙でしたか？ （図21）

図21は「あなたの仕事は多忙でしたか？」

という質問の結果である。「はい」という回答

だけで50％を超え、 「どちらかというとはい」

も合わせるとじつに93％の教職員が多忙であ

ると感じていた。以下、この結果を、学校種、

職種、学級数、年齢、性別とそれぞれ比較し

て分析した。

どちらかという図21

⑳「学校種と多忙感」 （図22）

「はい」と「どちらかというとはい」

を合わせると80％を超えており、学校

種で教職員の多忙感に際立った差はな

いと思われる。

図22
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⑳「職種と多忙感」 （図23）

「はい」は、教諭、総括養護教諭、総

括教諭､栄養教諭､養護教諭など「教諭」

職でいずれも50％を超えた。事務職員

と栄養職員は「どちらかといえばはい」

が最も高く、次に「どちらかというと

いいえ」と答えた割合が高い。

蝿

眠

眠

既
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既

螂

白
白
●
④
①
◆
■

加

叩

卯

印

扣

、

０

１

１図23

,ili
薑

リ■ ロ
栄養

職員

総括

教諭

総括

養護

蕊護

教諭

栄蕊

教諭

事務

職員

麺
他教諭

口『いいえ」

■どちらかというと｢いいえ」

図どちらかというと｢はい」

画「はい」

0.5%0.0%8.3%5.1%0.0%0.0%0.0%0.0％

5.7%12.5%O.0%32.2%O.0%3.6%QO%|'43%
39.1%69.3%33.3%424%6Z5%37.1%37.5%85.7%
う4.7%18.2%58.3%20.3%37.5%59.3%62.5%0.0%

39.1％
-

54.7％

<注〉回答者数が教諭1551人養護教諭88人栄養教諭12人事務職員59人栄養職員8人総括教諭307人総括養護教諭

24人その他（高校の実習助手等）7人であることに留意
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⑳学級数と多忙感（図24．図25）

図24と図25は小中別に学級数と多忙感を比較した。小学校は「22～24学級」の教職員が最も多

忙感を強く感じ、中学校は「21～26学級」であった。これは小学校で1学年4クラス程度、中学校

で1学年7～8クラス規模の学校にあたるが、最近の少子化からすれば比較的規模の大きい学校が多

忙化傾向にあった。

図24
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図25・…

口隻垂…

列､4％
59.ユ蝿~

飛』 。『いいえ』 S感.S鶉
一

57．､ "" "X､
57．0艶55.4％

54.1％ 凸8.4％
一

｜

肌~
3 37s％ 君

I~｜鮴~
3国％

酷。

尋アマS拓

同竺夛慾52.9％

ル“
牢舎6％

I
毛塗半･句％

息

弘

腸

手刃

關■？
■

J

｡ I

B升

Jq

8.了％

r圏難※
ら.S％

溌蕊 熱_醗謡|－
81弐・千 9～14 1s～20 Zユーユ5 Z7．Z8

pr暉L,』 画どもらかとL,う造「はい」 pどちら力､というと『いいえ」 ■「いいえ』9字騒以下10～12字級13～15学級16～18学級19～21学吸22～］4字鰻25学級以上

⑰担任と多忙（図26）

担任の有無と多忙との関係について比較したも

のである。担任の有無にかかわらず､多忙感を持っ

ていることに違いはないが、 「はい」「どちらかと

いうとはい」を合わせると「担任あり」が95％､｢担

任なし」が89％で、担任を持っている方が6％程

度高く多忙感を持っていることがわかる。

図26
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⑳年齢と多忙（図27)、性別と多忙（図28）

図27
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図27は教職員の年齢と多忙感の比較である。多忙感は40代で最も高く、ついで50代であった。

図28は性別との比較であるが、男女で多忙感に大きな差はなかった。

－11－



⑳多忙であった主な原因（図29）

図29は「多忙であった主な

原因」を多い順にあげた。5割

を超える教職員が、 「提出物や

成績処理｣｢教材研究･授業準備」

の仕事に関して、 また3割を超

える教職員が｢学校行事の準備」

｢会議・打合せ」の仕事に関し

て多くの時間を要すると考えて

いる。「試験問題の作成・採点」

｢児童生徒指導」「研究指定や校

内研究の準備｣などについても、

2割を超える教職員が「多忙な

仕事」と感じている。

図29

609%(1175人1提出物や成績処理

教材研究･授業準備

学校行事の準備
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会議，打合せ購溌識識鰯繊蕊雛鱸織鐵騨溌購蕊溺溌翻31.4%(606人）

試験問題の作成･採点賎織繊議巍篭瀦鐙瀧職鍵錦織輔鱸'27.ﾖ%(527人）

児童生徒指導I鍛熱灘灘溌溌難溌蕊蕊撫識調22‘9%(441人）

研究指定や校内研究の準備聡鐸騨鱸辮燕職騨蕊霊感鱗:121.1%(406人）

特別な支援を要する児童生徒への対応購鍵蟻認溺醗溌臘簿蕊鬮18.0%(348人）

部活動の指導隠撚鎖鰡懇懸溌鐘瀧溌測18.0%(347人｜

学級指源一13.5%(260人）

保護者･地域からのｸﾚｰﾑ対応騒謹闘圏■甑園128%(247人）

出彊､研修会への参加-12.3%(238人）

集金等の会計事務…8.0%(154人）

新たな教育鴎題(新学習指導要領等)への対応蕊鰯濁7.7%(148人）

0.0％ 10‘0％ 20‘0％ 30‘0％ 40．0％ 50.0％ 60.0％ 70．0％

⑳多忙な仕事と校種の比較（表5）

小中は成績処理や授業準備が多忙、特別支援学校や高校は教材研究・授業準備が多忙と感じている

割合が多い。部活動の多忙感は中・高に高く、校内研究は小学校に高い。

表5

小学校

94％

92％

55％

49%

42％

35％

38％

28%

28%

21％

20%

19％

12％

12％

中学校

60%

47％

31％

24％

47％

30%

9％

13％

43％

16％

13％
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9％
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教材研究~授業準備

学校行事の準備

会議~打合せ

試験問題の作成・採点

原菫生徒指導

研究指定や校内研究の準備

特別な支援を要する児童生徒への対応

部活動の指導

学級指導

保護者・地域からのクレーム対応

出張、研修会への参加

集金等の会計事務

新たな教育課題（新学習指導要領等）への対応
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⑪特に負担に感じる仕事（図30)

「提出物や成績処理」をあげた回答が

2割を超えた。「保護者・地域からのク

レーム対応」は、 「多忙な仕事」と感じ

た247人のうち､85.0%(210人）が「特

に負担を感じる仕事」にあげた。また、

｢研究指定や校内研究の準備」に関して

も､｢多忙な仕事｣と感じた406人のうち、

50.0％（203人）が「特に負担を感じる

仕事｣と答えている。反対に､｢教材研究・

授業準備」は「多忙な仕事」とあげた

1149人の中で､｢特に負担を感じる仕事」

と答えた人は169人の14.7%で比較的

負担感のない仕事と感じている。

図30
1 1 1

F． ’苧再壼~~‐ ’一.~‐ ■
i220人

10人

)人

|人

提出物や成績処理

会議打合せ
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研究指定や校内研究の準備

学校行事の準備

児童生徒指導

教材研究･授業準備

特別な支援を要する児童生徒への対応

試験問題の作成･採点

部活動の指導

出張､研修会への参加

各種調査･アンケートの処理

集金等の会計事務

PTA･地域活動

人20％391

尋
⑫多忙感を強く持つときどんな時か？（複数回答） （図31）

約3分の2が｢ずっと多忙な状況が続くと予想されるとき｣と回答した｡第2位の｢予定外の仕事が入っ

てきたとき」は個別の対応をせまられる教育現場の特徴を示している。

図31
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そのf也く ＞

ff寺吻こまら↑亡＃窪を曜曳じなし、

⑳多忙であっても負担を感じないときどんな時か？ （複数回答） （図32）

第1位が「やりがい」を感じるときであっ

た。教職員である前に、一個人として感じ

る最も大切なことだろう。

第2位が「児童生徒のためになると感じ

る時」である。

図32
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上司や同僚が協力してくれるとき

周囲の協力が得られるとき

重要性が高いと思えるとき

周囲から期待されているとき

その他（ ）
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Ⅳ教育の現状と課題

⑭「子どもとのふれあい」 （図33）

「児童生徒の身になって考え、共に喜んだ

りすることがありますか」や「児童生徒の

よいところを見出し、褒めることがありま

すか」が9割を超えている。ところが、 「児

童生徒とふれあう時間」や「教材研究や授業

準備時間」が極端に低い回答率だった。

図33

児童生徒とふれあう時間確保できる

教材研究や授業準備時間が十分ある．

蕊騒鑑驫灘驚醗劉38％

露蕊I '5%

児童生徒と共に考え､喜ぶことがある．

子どものよい所を見出し．褒めることが

錫る．

子どもの示す小さな変化に気づいてい
る．

児童生徒の友人関係を把握しています
か

繍騨蕊鶏談議¥.“;; ~; 樹域融,i92%

９

％

鋼

細

秘

蝿

舞

瑚

織

噸

》

》

一

一

ｌ

鱸鱗》
6％

⑮多忙と｢子どもとのふれあい｣の比較集計(｢多忙｣｢やや多忙｣と回答した人が｢子どもとのふれあい」

をどう感じているのかの集計） （図34）

「ふれあいは十分に確保されて

いますか」の問いに対して、多忙

感を抱えている教職員の約半分が

｢確保されていない」と答えてい

る。また、 「教材研究や授業準備

の時間は十分にとれていますか」

の問いに8割以上が「とれていな

い」と答えている。

図34

…児童生徒とふれあう時間確保できるL二

教材研究や授鍵準備時間が十分あ淳

児童生徒と共に考え、喜ぶことがある。

子どものよい所を見出し、褒めることが

ある．

子どもの示す小さな変化に気づいてい

る。

鱸鞠懸鰄

…児童生徒の友人関係を把握しています

か

国はい園ややはい

⑯子どもの現状をどう見るか（図35）

「児童生徒の生活指導に困難を

感じることがありますか」の質問

に対して約80％の教職員が困難を

感じていると答えた。また、約

70％の教職員は基礎学力の低下に

悩み、約60％の教職員が児童生徒

の学習意欲の低下を感じていた。

｢今の児童生徒は他者の目を必要

図35

｜ I ｜ I ｜ I

1
児童生徒の生活指導に困魚朧感じるこ

とがありますか

児童生徒の基礎学力の低下を感じてい

ますか

児童生徒の学習意欲の低下を感じてい
ますか

今の児童生徒は他者の目を必要以上

に気にしていると思いますか

以上に気にしていると思いますか」の質問に対しては、80％弱の教職員が肯定的に答えていた。
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⑰学校の現状一「はい」「ややはい」の割合一（図36）

教職員の60％以上が世代間

ギャップを感じている。2005年調

査の46.0%を遙かに超えている。

一方、約80％を超えて教職員は学

校の中に相談できる人がいると答

えている。「協力して学校の業務

を進めていこうとする雰囲気があ

りますか」という質問に対して

図36
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|■■■

教職員の世代間ギャップを感じることがあ

りますか

仕事の進め方や悩みについて相談できる

人が学校にいますか

協力して学校の業務を進めていこうとす

る雰囲気がありますか

教材研究や授業準備の時間は十分にと
れていますか

１
１
１

１
１
１

■

■

~
~

I I

90％弱の教職員が肯定的に回答している。

⑱教職員の将来展望一「はい」「ややはい」の割合一（図37）

定年後も今の仕事を続け

たいと思っている教職員は、

4割を切っている｡60%を

超えて教職員は「定年前に

仕事を辞めたいと思ったこ

とがある」と答え、2005

年調査を上回った。一方、

90％を超える教職員は仕事

罰みや不安」を抱えていた。

図37

1 1 1 1定年後もいまの仕事を続けたいと思っていま

すか

定年前に仕事を辞めたいと思ったことがあり
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いまの仕事にやりがいを感じていますか '91.タ％
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■‘O』
％

l l l l l

に「やりがい」を感じているものの、約60％の教職員が ｢健康についての悩みや不安」

⑲年齢と教職員の意識（図38）

「児童生徒の生活指導」

については各年代とも約

80％の教職員が困難を感

じている。30代が5％ほ

ど低いのが特徴である。

｢協力して学校の業務を進

めていこうとする雰囲気」

については、どの世代も

85％前後の教職員が肯定

的に回答した。

当然ながら「健康につ

いての不安」は、年齢と

ともに上昇し、逆に 「仕

図38
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事の進め方や悩みについて相談できる人が学校にいる」は年齢とともに減少している。

「教職員の世代間ギャップ」については、年代が上がるごとにギャップを感じるようになることがわ
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かる･20代では世代間ギャップを感じる教職員は過半数にも満たないが､50代の約3/4が世代間ギャッ

プを感じている。

どの世代でも約90％の教職員が仕事にやりがいを感じている。ところが、 「定年前に仕事を辞めた

いと思った」は、20代の51.6％から50代の70.3％へと上昇している。

日教組意識調査では、教員は若年層で非常に高い意欲がその後持続せず次第に失われる傾向にある

と指摘している。

V多忙化解消へのとりくみと提案

⑳多忙化改善に向けて一「期待できる」「やや期待できる」の合計一（学校の取り組み） （図39）

「期待できる」「やや期待できる」を合わせると12項目中8項目について50％を超え、多数の項目

について期待度が高いと言える。「学校運営組織・校務分掌の見直し・平準化」「学校行事の構造」「研

究指定や校内研究の見直し」が特に期待度が高い。「ノー残業デイの実施」が38％と最も低く、残業

をしなければこなしきれない仕事があることを示している。

図39

②学校運営組識･校務分掌の見直し･平準化

①学校行事の精選

⑤研究指定や校内研究の見直し

⑪年休の取りやすい職場環境の醸成

⑩振替の確実な取得の推進

⑨PTA･地域活動の整理(夜間､休日）

⑦外部からの作品募集の精選

④成績処理の標準化､電子化
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⑪多忙化改善に向けて（学校で実施したこと） （図40)

実施率が最も高い「会議･打ち合わせの精選」でも7~7％で､最も低い「部活動指導の改善」ではl.4%

で、全項目について実施率は低い。なお、図39と合わせてみると、必ずしも期待度の高い項目で実

施率が高いわけではない。 「会議や打ち合わせの精選」実施率は最も高いが期待度は43％と低く、 「研

究指定や校内研究の見直し」は期待度は65％と高いが実施率は2,2％で低い。

図40
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⑫学校の取り組みについて実施している人たちの期待度（表5）

表5

’|蕊j鰡郵！ ’
期待できない
あまり期待できない

期待できる

やや蝋寺できる

|学穣行事の糟選

|学校運営組織･校務分掌の見道し･平準化
陰諦打ち合わせの精選

嘘績処理の標準化､電子化
|圃演指定や綬内研究の見直し
|文書の電子化など､"T纈器活用の推進

ﾀ瀞からの作品募集の精選
倍賠勤指導の改善
PTA･地域活動の憩理(誤聞､休日〉

振替の確糞な取得の推進
年休の取りやすい職堤環境の醸成
ﾉｰ残業ﾃｲの実施

ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

6o(779%)
35("0%)|
77(846%)'’
81(66~4％>'

12(eo"0%)I
37("1%>1

29(B48%>I
7(500%)1
10(ea7%)i

46(7ao%)1
42(792%)i

25(658%)i

'7(錘1％）
18(34.0%)

14('5､4%)1
41(336%)
8(40.0%)

19(33,9%)
5(15~2％>

7<“0%〉
5<韓息％>’
13(22.0%>|

11(20B%>|
13(34.2％)I

１
１
１

表5は実施した結果について期待度はどうかを比較集計した結果である。

実施している場合の期待度が高いのは、 「会議・打ち合わせの精選」 （84~6％)、実施している場合の期待度が高いのは、 「会議・打ち合わせの精選」 （84~6％)、 「外部からの作品募

集の精選」 （84,8％）で、 「文書の電子化など、 ICT機器の活用の推進」 (661%)などがそれらに続く。

また、 「年休の取りやすい職場環境の醸成」 （792％)、 「振替の確実な取得の推進」 (780%)、 「ノー

残業デイの実施」 （658％）など服務関連の期待度も高く、実行してみるべき課題と言えよう。
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⑬「多忙化の改善に向けて（教育委員会のとりくみ)」 （図41）

13項目全てについて教育委員会への

期待度は高く50%を超えており、⑬「学

校の取り組み」と比較しても期待度は

高いと言える。特に「期待できる」が

突出して多かったのは、 「免許更新講習

の削除・廃止」であった。更新講習が

多忙感をましていることがうかがえる。

図41
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⑫免許更新購習の削減･廃止

⑳経年研修に関わる日数.時間の削減(初

任研､2年研､5年研､ 10年研"”年研等）

⑬研究指定や校内研究のあり方を見直す

⑭教育委員会主催の各糎会織･研修会の

鞘選(開侭回融、開侭時脚

⑮教育委員会が行う各稲鋼査､アンケート

の糟週

⑮学校納入金などの事務の外部雲託

⑬成緬処理支援や各帳票の発行等のシス

テム構築と改善

⑬管理麓のタイムマネジメント能力の向上

⑳勤務時閣の割撮り変更など超過勤務を

縮減する施策を行う

⑧学校事務の共同化(共同実”の推進

⑭事務聴員の職峨の拡大

②校務のlCT化の推進(技内LANの

股睡など）

⑬休憩蒔間の確保､定時退技を推進する

等の職埋澄境の改善

⑭「多忙化の改善に向けて（配置改善のとりくみ)」 （図42）

教職員の配置改善については、多くの項目で「教育委員会のとりくみ」よりも効果を期待する回答

の割合が高かった。児童生徒と向き合う現場からは、直接的な人的配清の増加が多忙化の改善に向け

て即効性があると考えていることがわかる。一人が負担できる仕事には限界があり、新たな教育施策・

教育課題が増している現況に対して、定数増や新たな配置は喫緊の課題であるといえる。

図42
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③特別支援教育支援員の拡充

⑫外国につながる児童生徒指導等の支援

⑬部活動の外部指導員などの活用故菩

⑭専任のICT担当職員の配置

⑮教員の事務補助員の配置
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⑮自由記述のまとめ

調査対象の教職員に対して「多忙化の軽減につながると思われる提案」を自由記述してもらった。

その結果は次の通りである。この質問、の回答数は325件。アンケートに答えてくれた人の20％弱で
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ある。多忙な中、多く人が回答してくれた文面からは、多|亡化解消への思いが伝わってくる．

回答には様々な意見が記述されているが、大きく分類すると以下の8項目になる｡ （複数項目にあ

てはまる記述もあるので総数は合わない｡）

①多忙化する学校現場の事態を訴えるもの（47人）

②定数増に関わるもの(126人）

③本務外業務の改善に関わるもの（75人）

④行事の精選（35人）

⑤校務のITC化に関わるもの(15人）

⑥維年研修に関わるもの(15人）

⑦管理職のリーダーシップを求めたもの（14人）

⑧多忙を容認するもの（7人）

以下、 この整理に基づいて見ていくことにする。

①多忙化する学校現場の事態を訴えるもの

・授業時間が多く、空き時間がほとんどない中、提出物の処理等の時間がない．放課後も部活が

あり、 自分の仕事（校務分掌）が始められるのは5時すぎになってしまう．

． 「子どものためになることはよいことだから」という理由で､次々と仕事が増え､多忙化している。

職員のゆとりもうばわれている。

・教師に要求されることは増えるのみ、何かと減らしていかないと、多忙は解消きれない。

・子どもが帰ってから退勤時間までの約1時間で教材研究、マルつけ、打ち合わせ…どう考えて

もムリです。2， 3時間残業するのがあたりまえの仕事量です。小，中共9， 10時退勤は珍しい

ことではなく、ごく普通になってしまっている現状、異状ですc

学校現場では、年々仕事が増加し、 このままだと潰されて、 「心の病」に冒されてしまうという

危機感が伝わってくる。職員室で和やかに子どもの状況や教材開発を話し合ったりするというイン

フォーマルな人間関係を育むにはほど遠い状況がみえてくる。

②定数増に関わるもの

・児童一人ひとりにきめ細かい生活指導、学習指導が求められている時代に、担任一人でかかえ

こむ量や課題が多すぎる。

・家庭にて少子化で育てられた子ども達には、手厚いサポートが不可欠だと考えます。

・生徒一人一人としっかり関係をとろうとしたらl学級の人数が少ない方がよい。

「多忙化改善に向けて－教職員の配置改善」にすべて一致するものであるが、敢えて自由記述でも3

分の一以上の割合で記述されていることは、それだけ教職員の思いが強いと言える。

小学校1･2年で実現した35人学級について評価する一方、 3年以降の実現を始め専科教員増、ソー

シャルワーカー、補助教員、特別支援教育支援員、 ICT補助員、スクールカウンセラーの常駐化、学

級事務支援員､複数担任制､部活動補助員増､図書館司書教諭の専任化､特別支援教育コーディネーター

の専任化などなど、教職員増と学級定員の縮小は教職員の一致した願いであることが分かるc

また、学校事務職員から以下のような記述があるのは、注意すべきである。
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現在事務職員の定数は学級数によりますが、最近は○○支援等のための教員や非常勤・臨任が

ふえているため、教員数に対して事務職員数の定数を決めるべきである。

③本務（教科指導と学級担任業務）外業務の改善に関わるもの

・学校予算が少ないため、本来教職員の業務でないこと （ワックス塗り、側溝掃除、草刈り、暗

幕をぬう、体育館のラインをペンキでかく、流しの詰まり、校舎の雨もり対策、校庭の整備）

に時間をとられている。

・根本的に本業以外にすることが多すぎます。私達が最も時間をかけるべきことは、教材研究だ

と思います。事務仕事がなぜ、こんなに発生するのか、解決していただきたい。

という現状は多くの学校で見られることである。

これに加えて「会計事務」 「PTAや地域行事への参加」 「クレーム対応」 「学籍事務」等が多忙感や

負相感を増す原因となっていると記述している。また、 「業者委託」や「時間外は留守電にする」 「事

務処理日を設ける」 「振替をとる」などの改善案が出されている。

④行事の精選

・会議をなくす

・地域行事の見直し

・全児童に関わらない行事をなくす。

・区の水泳大会、市の水泳大会、スポーツ大会（区、市）

・水泳スクール必要なし。 （ほとんどがスイミングスクールに行っているメンバー）

・校内研究、重点研究の見直し。

・授業研の見直し。

・小学校での朝練の廃止

・スポーツテスト必要なし．

・学力テストの集計は教員のやるべき仕事ではない。

・市の体育大会や学力状況調

・作品展、書写展、全校遠足などの縮小

・研究発表の総量規制の縮小化

など多様な意見が出されている。

行事が年々増加して、多忙感が強まっていることがうかがえる．

⑤校務のITC化に関わるもの

校務のICT化がすすめられている現在、様々な問題点が指摘きれている。

・データの打ちこみが増えて、 よけいに仕事が増えた。

・整備やメンテナンスはわれわれの手に追えない！

・パソコンを使う技術を学校内で教えてくれる専門職の先生（常駐の）が

ろ楽になる。

・パソコンにたよりすぎるから時間が必要以上にかかる。アナログでよい！

が1人でもいるといろい

－20－



・小中学校の通知票の間違いの問題も、教師のIT技術がその課題にあるのではないかと思う。

教職員が校務のICT化について多忙化解消へ期待を持ちつつも、 IT技術の未熟ざや系統的に学ん

でいないことによる不安が大きくあるようである。 「校務のICT化は実際には多忙化につながる部分

もあるように感じる。 ICT化より、 まず印刷機や穴あけ機などの整備、補充を強く希望します｡」と

いう意見もあった。

⑥研修に関わるもの

経年研修に関わる記述が多く、 「日数や時間が多すぎて、 日常の仕事に影響がでました｡」 「研究発

表を行う学校が多くなった。研究することは大切だが、発表がつづくと出張も多くなる。発表校も発

表のための話し合いが多くなるなど、多忙につながってしまう｡」など、ライフステージに沿った経

年研修が現場の教職員にとっては、多'|亡感や負担感を増す原因と考えている。

①多忙化解消に向けた管理職のリーダーシップを求めたもの

・定時に終るためのタイムマネジメントの研修を管理職に行なっていただき、終わらなかった時

の理由を報告し、終わるよう改善策を提出するなど、 タイムマネジメントの考えを確立してい

ただきたい。

・今の先生は、 とことんやってしまうし、それだけの業務が山積している。委員会、管理職がき

ちんと労務管理をする意識をもたないとつぶれてしまう。労働時間を把握し、ある程度の強制

力を持って「仕事をさせない」ことが重要。

などの意見もあった･

③多忙を容認するもの

・仕事の量があるのはある程度やむを得ないと思います。人切なのは、その仕事の重要性、やり

がい、そして、承認があれば仕事に向かう意欲は減らないと思います。

・学校現場での仕事はここまでというところがない（きりがない）ので、多忙化の軽減は不可能

と感じています。でも、多忙を感じていても、充実感や達成感のようなものがあればいいので

はないかなと思っています。やりがいのある職種・職場であることをこれからも求めていきた

いです。

このような感想を持つ教職員も少なからずいることが予想されるが、そのことが結果的に過労死や

精神障害を負ってしまう教職員が増加していることに注意しなければならない。
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教育に対する県民･保護者の期待・要望が高まる中で、私たち教職員は児童生徒の豊かな育ちと学びを保障する

ため懸命に努力を重ねています。神奈川県教職員組合では、教育現場での変化や課題の実態を把握し、分析する

ことによって、今後の運動に生かすため、教育実態調査をおこなってきました。

今年度は職場の要求力噛い多忙化、多忙感の解消に向けて集中的に調査を行い、今後の運動にいかすことを目

的に実態調査を行うこととしました。また、より広い観点から、調査研究・分析を行うため、神奈川県教育文化

研究所「カリキュラム総合改革委員会」と共同で調査を実施することとしました。

忙しい時期ではありますが、ご協力いただけますようお願いいたします。

＊尚、職種にそぐわない質問等、答えにくい質問には答えなくてもかまいません。

2012年12月

神奈川県教職員組合

神奈川県教育文化研究所

【設問・回答用紙】

教育実態総合調査（個人用）

★回答は選択した番号等を回答欄□に記入してください。

【基本的事項】

1 地区教組名

①横浜 ②川崎 ③＝浦 ④湘南 ⑤湘北

柵

□

□

、

Ｅ

Ｅ

Ｅ

⑥中 ⑦西湘

2勤務校の種別

①小学校 ②中学校 ③特別支援学校 ④高等学校

3職種

①教諭 ②養護教諭

⑥総括（主幹）教諭

③栄養教諭 ④事務職員

⑦総括（主幹）養護教諭

⑤栄養職員

⑧その他

4勤務校の学級数（そのうち特別支援学級を〔 〕内に書いて下さい）

5年齢

①29歳以下

③50歳～60歳

②30歳～39歳

⑤61歳以上

③40歳～49歳

6 』脇|」

①男性 ②女性

7学級担任の有無

①担任をしている ②担任をしていない

8週あたりの担当授業時数

（教科・道徳・学活・総合・外国語活動を含む）

9担当する校務分掌（複数選択可）

①教務 ②教育課程 ③行事･儀式

⑦道徳教育 ⑧総合学習 ⑨特別活動

⑬進路指導 ⑭児童会・生徒会指導

⑬教育相談 ⑲健康相談 ⑳図書館指導

⑳視聴覚 ⑮情報管理･情報教育

⑳スクールバス⑳教科書事務 ⑳就学援助･就学

⑳物品管理 ⑬給食事務 ⑭学校徴収金会言

⑳地域連携 ⑰広報PR ~PTA･同窓会

⑲その他（

(複数選択可）

教育課程 ③行事･儀式 ④学籍

総合学習 ⑨特別活動 ⑩特別支援教育

児童会・生徒会指導 ⑮部活動指導

健康相談 ⑳図書館指導 ⑳学校保健

情報管理･情報教育 ⑳入学者選抜

教科書事務 ⑳就学援助･就学奨励

給食事務 ⑭学校徴収金会計

⑥教科指導

⑫児竜生徒指導

⑤研修･研究

⑪人権･平和

⑯交通安全淵

⑳美化清掃淵

⑳医療的ケフ

⑪施設･設備

⑮交流教育。

人権･平和教育⑫児竜生徒

交通安全指導⑰防災教育

美化清掃指導⑳給食指導

医療的ケア･医療相談

施設･設備･環境

交流教育･地域交流



【勤務実態】

過去1年間のことについてお伺いします。 （長期休業中は除く）

10何時頃退勤することが多かったですか？

①17時台 ②18時台 ③19時台 ④20時台
□

□

□

⑤21時以降

l1休日出勤した日数は、月平均で何日くらいになりますか？

①o～1日 ②2～3日 ③4～5日 ④6日以上

12勤務時間外に行った仕事（持ち帰りも含む）は、平均何時間くらいですか？

①1時間未満 ②1時間以上2時間未満 ③2時間以上3時間未満

④3時間以上4時間未満⑤4時間以上5時間未満 ⑥5時間以上6時間未満 ⑦6時間以上

13勤務時間外に行った仕事（持ち帰りも含む）の主な内容を選んでください。 （複数選択可）

①教材研究･授業準備 ②試験問題の作成･採点③提出物や成績処理 ④学級指導

⑤会議･打合せ ⑥校内研究の準備 ⑦児童生徒指導 ⑧部活動の指導

⑨学校行事の準備 ⑩保護者対応 ⑪PTA･地域行事 ⑫各種調査･報告書の作成

⑬集金等の事務処理 ⑭ICTに関わる業務

⑮その他校務分掌に係る事務処理

⑯その他（ ） ~ 」
14あなたの仕事（勤務）は多忙でしたか？

①「はい」 ②

③どちらかというと 「いいえ」 ④ □どちらかというと 「はい」

「いいえ」

15H14で①又は②と回答した方にお聞きします。多忙であった主な仕事は次のうちどれですか？ （複数選択可）

①教材研究･授業準備 ②提出物や成績処理 ③児童生徒指導 ④部活動の指導

⑤試験問題の作成･採点⑥学級指導 ⑦特別な支援を要する児童生徒への対応

⑧会議･打合せ ⑨教育相談 ⑩学校行事の準備

⑪新たな教育課題(新学習指導要領等)への対応 ⑫作品募集にかかわる業務 ⑬学校評価に関わる業務

⑭多様な勤務形態の教職員との連絡調整 ⑮研究指定や校内研究の準備⑯PTA･地域活動

⑰保護者・地域からのクレーム対応 ⑬外部指導者との連絡調整 ⑲出張、研修会への参加

⑳集金等の会計事務 ⑳施設設備・物品管理等の事務処理 ⑳転入学・就学援助事務

⑬各種調査.アンケートの処理

⑳ICTに関する業務

⑮その他（ I）

16M15の中であなたが負担を強く感じた仕事を選んで下さい。 （複数回答可）

’ ’
17多忙感を強く持つときはどんな時か、選んで下さい。 （複数選択可）

①ずっと多忙な状況が続くと予想されるとき ②周囲の協力が得られないとき

③他の人より自分の方が仕事が多いと感じる時 ④必要性や意味が感じられないとき

⑤どう処理していいか、分らない時 ⑥上司から無理矢理命令されたとき

⑦自分がやりたいようにやれない時 ⑧予定外の仕事が入ってきたとき

⑨特に多忙感をもたない ⑩その他（ ）

18多忙であっても負担を感じないときはどんな時ですか（複数選択可）

①終わる見通しがつくとき ②上司や同僚が協力してくれるとき

③甫要性が高いと思えるとき ④児童生徒のためになると感じる時

⑤やりがいを感じる時 ⑥周囲から期待されているとき

⑦周囲の協力が得られるとき ⑧その他（ ）



【多忙化の改善に向けて】

19多忙化を軽減するための方策として、どの程度効果が期待できるか、該当するものに○をつけて下さし％

A:期待できる B:やや期待できる C:あまり期待できない D:期待できない

また、すでに実施している場合には、実施欄に○をつけて下さい。

実施学校のとりくみ

①学校行事の精選

②学校運営組織・校務分掌の見直し・平摺上

③会議・打ち合わせの精選

④成績処理の標瑠上、電子化

⑤研究指定や校内研究の見直し

⑥文書の電子化など、 ICT機器活用の推進

⑦外部からの作品募集の精選

⑧部活動指導の改善(外部講師活用、地域スポーツクラブの活用など）

⑨PTA･地域活動の整理（夜間、休日）

⑩振替の確実な取得の推進

⑪年休の取りやすい職場環境の醸成

⑫ノー残業デイの実施

教育委員会のとりくみ

⑬管理職のタイムマネジメント能力の向上

⑭教育委員会聿催の各種会議・研修会の精選（開催回数、開催時間）

⑮教育委員会が行う各種調査、アンケートの精選

⑯研究指定や校内研究のあり方を見直す

⑰校務のICT化の推進（校内LANの設置など）

⑱休憩時間の確保、定時退校を推進する等の職場環境の改善

⑲成績処理支援や各帳票の発行等のシステム構築と改善

⑳勤務時間の割振り変更など超過勤務を縮減する施策を行う

⑳経年研修に関わる日数、時間の削減（柵丑班2年研5年研10年研"年隅

⑳免許更新講習の肖l1減・廃｣'二

⑳学校事務の共同化(共同実施）の推進

⑳事務職員の職域の拡大

⑳学校納入令などの事務の外部委託

教職員の配置改善

⑳教職員定数増

⑳新たな教育施策に対応した定数の改善（小中)難､災害対策、外国語活動等）

⑳学級規模の縮小

⑳スクールカウンセラーの配置拡充

⑳スクールソーシャルワーカーの配置

③特別支援教育支援員の拡充

⑫外国につながる児童生徒指導等の支援員の配置

⑬部活動の外部指導員などの活用改善

⑭専任のICT担当職員の配置

⑮教員の事務補助員の配置
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【教育の現状と課題】

20次の各設問について、

A: 「はい」 B

該当するものに○をつけて下さい。

どちらかというと 「はい」 C:どちらかというと 「いいえ」 D: 「いいえ」

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

児童生徒とふれあう時間は十分に確保されていますか

教材研究や授業準備の時間は十分にとれていますか

児童生徒の身になって考え、共に喜んだりすることがありますか

児竜生徒のよいところを見出し、褒めることがありますか

児竜生徒の示す小さな変化に気づいていますか

児童生徒の友人関係を把握していますか

今の児童生徒は他者の目を必要以上に気にしていると思いますか

児童生徒の学習意欲の低下を感じていますか

児童生徒の基礎学力の低下を感じていますか

児竜生徒の生活指導に困難を感じることがありますか

協力して学校の業務を進めていこうとする雰囲気がありますか
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21 多忙化の軽減につながると思われる提案がありましたら、ご自由にお書き下さい。

ご協力ありがとうございました。
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